
林野　2008．8   16

森林を支える基盤であり、経済社会も支える大きな可能性を秘めた山村。
現在の問題点や国民のライフスタイルの変化を踏まえつつ、

21 世紀の山村の在り方について検討する「山村再生に関する研究会」が
３月１９日から６月１３日にかけ５回に渡って行われました。

環境、教育、健康に着目しての新たな山村づくりに熱い議論が交わされました。

山村の再生に向けて

森
林
の
整
備
、
林
業
の
再
生
を
前
提
と

し
、
二
一
世
紀
を
支
え
る
山
村
の
可
能
性

を
探
り
、
そ
の
方
策
を
提
示
し
た
「
山
村

再
生
に
関
す
る
研
究
会
」
が
三
か
月
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
村
の
現
状
と

問
題
点
に
つ
い
て
の
議
論
、
先
進
的
な
取

組
を
行
っ
て
い
る
団
体
な
ど
か
ら
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
、
具
体
的
な
山
村
再
生
に
向
け
て

の
論
点
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
会
の
指
揮

を
と
っ
た
の
は
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
全

国
推
進
会
議
」
の
事
務
局
長
で
も
あ
る
宮

林
茂
幸
氏
（
東
京
農
業
大
学
地
域
環
境
科

学
部
教
授
）。
小
田
切
徳
美
氏
（
明
治
大

学
農
学
部
教
授
）、古
藤
田
香
代
子
氏
（
一

橋
大
学
社
会
学
部
講
師
）、
杉
山
嘉
英
氏

（
静
岡
県
川
根
本
町
長
）、
曽
根
原
久
司
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
が
お
つ
な
げ
て
代
表
理

事
）、
奈
須
正
裕
氏
（
上
智
大
学
総
合
人

間
科
学
部
教
授
）、
平
田
賢
典
氏
（
み
ず

ほ
総
合
研
究
所
（
株
）
主
任
研
究
員
）
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
で
活
躍
す
る

参
加
者
た
ち
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
非

常
に
意
義
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

林
業
採
算
性
の
悪
化
、
人
口
の
減
少
・

高
齢
化
が
進
展
す
る
中
に
あ
っ
て
、、
豊

か
な
自
然
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
マ
テ
リ
ア

山
村
の
未
利
用
木
質
資
源
を

有
効
に
活
用
し
て
い
く
た
め
に
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ル
の
供
給
、
ス
ト
レ
ス
社
会
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
応
じ
た
活
動
の
場
も
提
供
で
き

る
山
村
は
国
民
全
体
の
財
産
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
も
の
。
そ
の
観
点
に
立
っ
て
、

具
体
的
に
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
会
が
着
目
し
た

の
は
「
環
境
（
新
素
材
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
）」

と
「
教
育
」
と
「
健
康
」
で
す
。
木
質
由

来
の
環
境
に
や
さ
し
い
素
材
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
地
域
で
生
産
す
る
こ
と
に
よ
り
、

山
村
の
未
利
用
木
質
資
源
を
有
効
に
活
用

し
て
い
く
こ
と
、
幅
広
い
世
代
が
山
村
の

森
林
資
源
や
伝
統
、
文
化

に
触
れ
て
多
様
な
経
験
を

す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
、
日
常
の
健
康
維
持
や

精
神
疾
患
の
改
善
の
た
め

の
癒
し
効
果
と
し
て
の
森

林
を
活
用
す
る
こ
と
。
こ

れ
ら
の
取
組
が
山
村
の
活

性
化
や
森
林
の
整
備
、
ひ

い
て
は
林
業
の
再
生
に
も

繋
が
っ
て
い
く
と
い
う

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
も

ひ
と
、
も
の
、
か
ね
、
情

報
と
い
っ
た
山
林
再
生

ツ
ー
ル
を
提
供
す
る
な
ど
、

山
村
を
総
合
的
に
支
援
す

る
セ
ン
タ
ー
機
能
の
整
備

が
重
要
で
す
。
こ
の
五
回

の
研
究
会
で
の
中
間
報
告

を
視
野
に
入
れ
、
林
野
庁

で
は
さ
ら
に
詳
細
に
検
討

を
進
め
、
二
一
世
紀
を
支

え
る
山
村
づ
く
り
に
向
け

て
ひ
き
続
き
、
可
能
性
を

探
っ
て
い
き
ま
す
。

環境・教育・健康に着目して
21世紀を支える山村づくり
（山村の再生に関する研究会）
〈中間取りまとめ〉

森林の整備・保全
林業・木材産業の振興

山村の再生

山村は国民共通の財産
21世紀を支える大きな可能性

かね

もの 情報

ひと

総合的に支援するセンター機能が重要
（山村再生ツールの包括的マネージメントが不可欠）

山村の
再生に
向けて

景観・資源

交流（新しい観光）

健
康
多
様
な
癒
し

の
形
の
提
供

（

）

教
育
多
様
な
体
験

機
会
の
提
供

（

）

環
境
未
利
用
資
源

の
有
効
活
用

（

）
国の財政支援に加え、民間
からの支援も積極的に活用

山村の特徴・魅力や山村
再生手法等を発信

森林など山村特有の
資源を最大に活用

「地域マネージャー」の起用や
「地域リーダー」の育成を推進

経済社会の動向等を踏まえた山村の再生

○本格的な人工減少（少子化）
○急速な高齢化
○都市化・一極集中
○団塊世代の定年退職
○資源エネルギー不足の深刻化
○情報通信など科学技術の急速な発展
○経済的競争社会の追究
○経済のグローバル化

経済社会の動向
○ライフスタイルの多様化
　・住まい方（二地域居住等）
　・働き方（SOHO等）
　・学び方（体験学習等）　等
○ゆとり、安らぎなど心の豊かさの探求
○教育、健康、環境など価値観の多様化・高度化
○社会への貢献意識の高まり　など

価値観の多様化

○豊富な森林資源（CO2吸収源）
○豊かな自然
○山村特有の食材
○伝統、文化、知恵、技、歴史
○きれいな空気、水　などなど

山村特有の資源の活用・保全

将来を見据えた山村再生
に向けてのテーマの検討
・分野別の検討（目的軸）
・連携態様べつの検討（連携軸）など

かね

もの 情報

ひと

具体的な
再生手法の検討一方で、社会的問題の現れ

ニート・フリーター、中途退学
仕事へのストレス（抑鬱症）
生活習慣病（メタボ）等の増加（ ）


